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１．はじめに 

 企画セッション「再生可能エネルギーはどこまで導入可能か」では,異なる電力需給モデ

ルの比較検討を通じ ,日本でいったいどこまで再エネの大量導入が可能かが議論され

る.2050 年ネットゼロの実現シナリオは多様であるが,本研究では,エネルギ－供給側では

①再生可能エネルギ－(以下「再エネ」)比率 60%と海外輸入水素によるケ－ス,②再エネと

再エネ電力により国内製造した水素によるケ－ス,③これに原発を加えたケ－スについて,

エネルギ－需要側では,a 電力需要のみのケ－ス,b 電化不能なエネルギ－利用化石燃料需

要の水素転換を考慮したケ－ス,c さらに原料利用化石燃料の水素転換まで考慮したケ－

スについて,フロ－ベ－スの送電運用等により国内の需給バランスを取りつつ, 各ケ－ス

の送電線混雑や出力抑制等を比較検討する.この場合,電力システムのフレキシビリティー

としては,ダム・揚水水力発電,EV 蓄電池,エコキュ－ト,水素専焼火力発電を用いている. 

２．分析方法 

電力・水素システムの需給バランシングは,電力シミュレ－ションに電力需要としての水

素製造と電力供給としての水素専焼火力を組み込む形で行う.再エネ出力抑制の評価を適

切に行うには時間単位のシミュレ－ションを年間を通じて行う必要がある .このため,電力

シミュレ－ションの時間解像度は1時間とし,一年間8760時間のシミュレ－ションを行った .

また,送電混雑の状況を再現するために,地理的解像度は沖縄を除く9電力の上位二系統の

送電線を対象とし,全体で450ノ－ド(送電結節点),579送電線でシミュレ－ションを行った.

シミュレ－ションに必要なノ－ド毎の需要デ－タは,電力各社が公表している2018年度の

潮流デ－タ等から作成し2050年度の需要に合わせて修正したものを用い,再エネ発電のデ

－タは潮流デ－タに合わせて 2018年度の気象デ－タより作成した.送電シミュレ－ション
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は欧米で送電シミュレ－ションに用いられている日立エナジ－社の Promod を用い,原子

力・火力発電の立上速度等を考慮したフロ－ベ－ス・メリットオ－ダ－による経済的 SCUC

による送電管理により,効率的な発電指令・送電を実現している.なお,送電線については現

在検討中の会社間連系線等は全て整備されるという前提で,また,経産省が 2016年に検討し

た新潟等のガス地下貯蔵設備等が水素貯蔵等に利用できることを前提としている. 

３．分析結果 

2050年シナリオでは,化石燃料の使用は電化

可能な部分は極力電化し,電化不可能な部分は

水素で対応する想定としている.電化後の電力

需要は,1054TWH,産業界・FCV でのエネルギ－

水素利用に456TWH,原料としての水素利用に

387TWH が必要となる.(図1参照) 

送電シュミレ-ションの結果求められた各シ

ナリオ別,電力会社管内別の出力抑制は表1の

とおりである.国内再エネで製造した水素を電

力需給の調整力等として用いる実質再エネ

100%シナリオは,現行送電線に会社間連系線強

化等を行うことで,大きな出力抑制もなく達成

可能であることが示されている.シナリオ別に

みると,①a の海外水素を用いるケ－スが最も

出力抑制が大きく全国平均で陸上再エネは8%

以上となり,②c の原料水素まで国内で生産す

るケ－スが出力抑制が最も少なく全国平均で

3%程度以下となっている.これは,①a では,再

エネ製造が調整力として使えないためで ,国内

の水素製造設備が最も大きくなるシナリオで

出力抑制が最も少なくなる. 

４．企画セッションでの発表 

企画セッションでは,さらに国内再エネによる水素製造と水素需要の関係 ,水素需給のギ

ャップを調整する水素貯蔵,送電線混雑の状況,電力柔軟性としての EV 蓄電池の可能性等

についても取り上げていきたい .こられを電力需給モデルの一例として提供することで,企

画セッションの議論を深めていきたい  
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図 1 シナリオ別電力需要 

(橙:産業エネ ,青:FCV,黄:産業原料 ) 

表 1 シナリオ別の出力抑制(年間%) 

 


